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桜の落葉と朝夕の寒さに加え、澄み渡った空高く漂う雲に秋の深まりを感じるようになりました。玄

関前のケヤキ並木が、右列は青葉を残しているのに対して左列は黄色に変わっている様子からも、紅葉

するのには日光が大きく関係していることが分かります。給食の献立にも、キノコや柿、さつま芋と秋

の味覚が並び、目と舌で十分に満喫できる季節が秋です。 

この時節には、『天高く馬肥ゆる秋』が用いられます。大陸性の高気圧に覆われる秋は、乾燥した爽

やかな空気が広がり、晴れた空は青く澄んで天が高く見えます。天気が良くて食べ物も美味しく、豊か

な秋を称賛するのに使われる言葉です。また、これだけを見ると澄み渡った秋、日本の一風景が思い描

けるものですが、語源は中国であり、唐代の詩に由来する戒めの言葉だといわれます。人工衛星から見

える唯一の建造物が「万里の長城」とも言われるように、現存しているものは６０００㎞以上、作られ

た当時にはその３倍の２万㎞以上もあったと言われ、地球一周が４万キロならば、なんと地球半周分と

いう途方もない長さの建造物です。この「万里の長城」は、北方に住む遊牧騎馬民族の侵入を防ぐため

に造られたと言われ、勇猛だと言われた騎馬民族を、当時の人々は心から恐れていたことが分かりま

す。実りある秋の豊かさを表す『天高く馬肥ゆる秋』という言葉が、「夏から秋の間に肥えた体となっ

た馬に乗って、秋に収穫したものを奪いに来るから警戒しなければならない。」と、当時の人々の教訓

であったと知った時には、なんとも複雑な思いを持ったものでした。 

 秋は、文化や芸術が注目される季節です。本校では、文化・芸術の秋に合わせて、先月の２２日

（土）に３年ぶりとなる『合唱コンクール』が催されました。一時期より新型コロナの感染者が減った

とはいえ、まだ感染が続いている中でもあり、各学年の入れ替え制に合わせて参観は各家庭１名に限定

させていただき、感染予防に努めた中での開催でありました。参観いただいた保護者・学校運営協議会

委員の皆様より、演奏した生徒たちの真剣さや団結力といった姿勢や態度に加え、合唱における表現や

歌唱についても、温かい励ましの言葉やお褒めの言葉を多数いただいたことは、当日の演奏に向けてク

ラス一丸となって作り上げてきた生徒たちにとっても、大きな達成感と喜びが味わえた思い出と共に、

これからの生活にも生かせる大きな自信となりました。 

ご協力やご支援いただきました保護者やＰＴＡ役員ならびに後援会の各皆様方に、心より感謝申し上

げます。 

さて、日曜の朝の電車の中でのことです。平日とは異なりさほど混んでいませんが、座席は埋まり立

っている人もいるという状況でした。私が乗り込んだ扉の周辺には、立ったまま本を読んでいる人が３

人も居たのには意外でした。以前は、文庫本やマンガ本を読んでいる人も居ましたが、今は、大人も子

どももスマホ（スマートフォン）や携帯（電話）、小型ゲーム機に向かっている光景が普通です。だか

らこそ新鮮に思えたのかもしれませんが、その中の一人は単行本に読みふける高校生でした。スマホで

も本が読める時代、目方のある単行本を携帯し電車で読む高校生に驚いたものでした。 

 『読書三余』という言葉があります。中国の三国時代、勉強や読書をする暇が無いと嘆く弟子に対し

て、師である『董遇（とうぐう）』が勉強や読書をするのに好都合な三つの余暇ということで、『一年の

うちでは冬』『一日のうちでは夜』『天候では雨の日』（この時代は、野外に於いての農耕が主流でし

た）を挙げて、時間を見つける（生み出す）ことを説いた言葉です。生徒たちにとっては、生活も多様

化していて読書だけでなく、じっくりと何かに取り組む時間を確保するのも難しい時代かもしれませ

ん。けれども、『読書三余』の真意のように意識を高く持って、『読書・運動・勉強三余』と、自ら時間

を生み出して、取り組んでほしいと思います。 

 秋の夜長、そして冬へと更に夜は伸びていきます。秋は、落ち着いてじっくりと取り組み、自己を高

められる良い季節です。 
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